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教 育 委 員 会 
 

１ 概要 

教育委員会は、教育の中立性を維持し、教育・学術・文化の振興を図るために設置された執行機関である。

学校、公民館、博物館、図書館等の教育財産の管理、校舎その他の施設及び教具等の整備、教育機関の職員の

任免や研修、児童・生徒の入退学、学校の組織編成、教育課程、教材の取扱い、学校等の保健、衛生、学校給

食、生涯学習の諸事業等に関する事務を所管し、執行している。 

  教育委員会は、市長が議会の同意を得て任命する教育長と5人の委員で組織され、教育長の任期は3年、委

員の任期は4年である。 

  教育委員会の権限に属する事務を処理するために、教育長の統括の下に事務局が置かれている。 

 
２ 教育委員会                    (令和4年5月1日現在)  

職      名 氏   名 任     期 

教 育 長 鈴 木 英 之 自 令 元.10.1 至 令 4.9.30 

教 育 長 職 務 代 理 者 小 泉 和 義 自 令 元.10.4 至 令 4.9.30 

委 員 平 岩 夏 木 自 令 3. 4.1 至 令 7.3.31 

委 員 岩 田 美 香 自 令 4. 4.1 至 令 8.3.31 

委 員 宇田川 久美子 自 令 元.10.1 至 令 5.9.30 

委 員 白 石 卓 之 自 令 2.10.1 至 令 6.9.30 

 
３ 令和３年度教育委員会会議の実績 

（１）開催状況 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

定例会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12回

臨時会 ― ― 1 ― ― ― 1 ― ― ― ― 2  4回

 

（２）議決状況 

事項 条例 規則 訓令 人事 予算 その他 

件数  4 12  0 6 3 15 

     

 【教育総務室】 
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市立小学校・中学校等 
 
 

１ 学校数・児童生徒数 

小学校                              (各年 5月 1日現在) 

年 学校数 児童総数 
学 年 別 児 童 数 

1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年 

R 2 71 34,658 5,559 5,664 5,621 5,865 6,006 5,943 

R 3 71 34,295 5,583 5,546 5,680 5,625 5,849 6,012 

R 4 71 33,662 5,378 5,584 5,550 5,676 5,622 5,852 

※R2～義務教育学校（前期課程）を含む 

 

中学校                (各年 5月 1日現在) 

年 学校数 生徒総数 
学 年 別 生 徒 数 

1学年 

（7学年）

2学年 

（8学年）

3学年 

（9学年）

R 2 36 16,818 5,717 5,582 5,519 

R 3 36 16,816 5,515 5,700 5,601 

R 4 36 16,797 5,563 5,518 5,716 

※R2～義務教育学校（後期課程）を含む。（）内は義務教育学校（後期課程）の学年 

※R4～大野南中学校分校（夜間学級）を含む 

 

２ 学級数 

小学校                               (各年 5月 1日現在) 

年 学級数 
内      訳 

1～12人 13～20人 21～25人 26～30人 31～35人 36～40人 

R 2 1,340 271 26 73 345 472 153 

R 3 1,338 297 20 64 301 483 173 

R 4 1,354 319 17 63 367 486 102 

※R2～義務教育学校（前期課程）を含む 

 

中学校                               (各年 5月 1日現在) 

年 学級数 
内      訳 

1～12人 13～20人 21～25人 26～30人 31～35人 36～40人 

R 2 572 106 11 11 16 176 252 

R 3 577 111 6 10 18 200 232 

R 4 581 117 7 8 32 186 231 

※R2～義務教育学校（後期課程）を含む 

※R4～大野南中学校分校（夜間学級）を含む 
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３ 就学援助（要保護・準要保護）児童生徒数 

  経済的理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費等の費用の一部を援助している。 

 

小学校 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

年
度 

生徒数 要保護 準要保護 

 5月 1日 
現在 

対象者数 
援助率 

対象者数 
認定率 

(/生徒数) (/生徒数) 

R 1 16,604人 112人 0.67% 2,391人 14.4% 

R 2 16,818人 28人 0.17% 2,675人 15.9% 

R 3 16,816人 60人 0.36% 2,488人 14.8% 

 

※ 小中学校入学前に新入学児童生徒学用品費を支給 

  ・令和4年度小学校入学予定者 806人 ・令和4年度中学校入学予定者 801人 

 

４ 学童通学安全指導員の配置等 

通学時における学童の安全確保を図るため、車両の通行量が多く横断が危険な通学路等に学童通学安

全指導員を配置するとともに、全児童生徒に防犯ブザーを支給している。 

・令和 4年4月 指導員配置箇所数 112箇所(登校時 74箇所、下校時 34箇所、防犯対策4箇所) 

・令和 4年 4月 防犯ブザー貸与数 5,638個（新入学児童、転入学児童生徒分として） 

 

５ 学校安全活動団体の支援 

地域住民による児童・生徒の見守り活動の支援のため、組織の活動に対し助成している。 

・令和 3年度補助金交付団体数 49団体  ・令和3年度末団体登録者数 3,860人 

 

６ 奨学金 

（１）奨学金（給付型） 

学習意欲があるにもかかわらず経済的理由により高等学校等への修学が困難な生徒に対し、返還不要

の奨学金を給付する。 

ア 給付資格 

（ア）本市に居住していること。 

（イ）経済的な理由(生活保護受給世帯を除く市民税所得割額が非課税の世帯)により修学が困難な者で

あること。 

（ウ）高等学校、中等教育学校(後期課程に限る。)、高等専門学校及び専修学校(高等課程に限る。)

に在学し、卒業を目指す意欲のある者であること(特別支援学校に入学した者を除く。)。 

（エ）相模原市岩本育英奨学金を受給していないこと。 

イ 申請時期 

（ア）入学前申請 

高等学校等入学予定年度の前年度の11月中旬～3月中旬 

年

度 

児童数 要保護 準要保護 

5月 1日 

現在 
対象者数 

援助率 
対象者数 

認定率 

(/児童数) (/児童数) 

R 1 35,255人 110人 0.31% 4,340人 12.3% 

R 2 34,658人  87人 0.25% 4,952人 14.3% 

R 3 34,295人 109人 0.32% 4,728人 13.8% 
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（イ）追加申請 

各年度の6月～7月(8月以降2月末までは申請を受け付けるが、この場合の初年度の奨学金は申

請月から3月までの月数に応じた金額となる。)。 

平成 30年度以降に高等学校等に入学した生徒等を対象とする。 

ウ 決定状況(令和4年 3月 31日現在) 

入学年度 決定者数 

決定内訳 

入学前申請
追加申請 

1年次 2年次 3年次 4年次 

H30 336 人 259人 30人 18人 29人 0人

R 1 456 人 374人 35人 24人 23人 ―

R 2 380 人 321人 35人 24人 ― ―

R 3 337 人 305人 32人 ― ― ―

R 4 293 人 293人 ― ― ― ―

計 1,802 人 1,552 人 132人 66人 52人 0人

エ 給付額 

  入学支度金(入学前申請により決定した場合) 20,000 円 

  修学資金 年額 100,000円(8月、12月、3月の年3回に分けて給付) 

オ 給付状況 

給付年度 給付額 入学年度
給付内訳 

入学支度金 修学資金 

H30 40,116,000 円 H30～R 1 624 人 12,480,000 円 284人 27,636,000 円

R 1 66,912,000 円 H30～R 2 315 人 6,300,000 円 628人 60,612,000 円

R 2 89,716,000 円 H30～R 3 307 人 6,140,000 円 863人 83,576,000 円

R 3 85,008,000 円 H30～R 4 290 人 5,800,000 円 824人 79,208,000 円

   ※給付停止者、退学・転出等による資格喪失者がいるため、決定者数と給付人数は一致しない。 

 (２)岩本育英奨学金（給付型）  

学術優秀でありながら、経済的理由により高等学校等への修学が困難な方に対し、奨学金を給付する。 

ア 給付資格 

(ア)本市に居住していること。 

(イ)高等学校、中等教育学校(後期課程に限る。)及び高等専門学校に在学していること。 

(ウ)学術優秀で、かつ、生活面及び行動面が良好であること。 

(エ)経済的な理由(世帯の総所得額が生活保護基準の1.2倍以下)により修学困難な者であること。 

イ 給付額 

修学資金 月額 12,000円 

進学・就職等準備金(2年次学年末) 30,000 円(平成31年 4月から開始) 

ウ 給付状況 

年度 給付者数 給付総額 

H30 15 人 2,160,000 円 

R 1 18 人 2,922,000 円 

R 2 19 人 2,946,000 円 

R 3 19 人 2,916,000 円 

【学務課】 
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学 校 給 食 
 

１ 年間実施予定回数  

           （令和4年度） 

区  分 年間回数 月平均 

小学校(完全給食) 

中学校（完全給食） 

義務教育学校（完全給食） 

185 16.8 

 

２ 実施状況                    

            （令和4年 5月 1日） 

区 分 給 食 方 式 学校数（校） 児童生徒数（人） 
 単 独 調 理 場 方 式 55 30,066 

 
小学校 

  

共同調理場 

方 式 

上溝学校給食センター 3 1,419 

城山学校給食センター 7 1,332 

津久井学校給食センター 5 802 

小  計 15 3,553 

計  70 33,619 

中学校 

共 同 調理場 

方 式 

城山学校給食センター   2 598 

津久井学校給食センター   3 472 

小  計   5 1,070 

デ リ バリー 

方 式 

南 区 1  6 2,777 

南 区 2   6 3,058 

中 央 区 1   6 3,165 

中 央 区 2   5 3,810 

緑 区   7 2,874 

小  計  30 15,684 

計  35 16,754 

義務教育学校 共同調理場方式 津久井学校給食センター  1 68 

合     計 106 50,441 

  ※親子給食方式の藤野北小（児童数：26人）は、単独調理場方式に含む。  
                   

３ 給食費                                   

 （令和4年度） 

区 分 給食種別 1食当たり単価 月 額 

小学校 完全給食 270円 4,600円 

中学校 
完全給食（共同調理場方式） 310円 5,300円 

完全給食（デリバリー方式） 330円 － 

義務教育学校 
前期課程 完全給食（共同調理場方式） 270円 4,600円 

後期課程 完全給食（共同調理場方式） 310円 5,300円 
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４ 給食費の推移 

 年 度 

区 分 
R1 R2 R3 R4 

小学校 月 額 4,300円 4,600円 4,600円 4,600円 

中学校 

月額（共同調理場方式） 4,900円 5,300円 5,300円 5,300円 

デリバリー給食 

1食当たり単価 
 315円 330円 330円 330円 

ミルク1食当たり単価 52円 72銭 53円 37銭 53円 60銭 54円 17銭

義務教

育学校 

前期課程 月額（共同調理場方式） － 4,600円 4,600円 4,600円 

後期課程 月額（共同調理場方式） － 5,300円 5,300円 5,300円 

 

５ 学校給食センター   

                                        （令和4年度） 

区 分 上溝学校給食センター 城山学校給食センター 津久井学校給食センター 

給食開始 平成26年 4月 11日 平成 8年 4月 8日 昭和 54年 4月 11日 

対 象 校 
共和小・大野台小 

並木小 

川尻小・湘南小 

広陵小・広田小 

桂北小・千木良小 

内郷小 

相模丘中・中沢中 

 

中野小・根小屋小・串川小 

鳥屋小・津久井中央小 

中野中・串川中・鳥屋中 

青和学園 

 

 

６ 米飯給食 

年 111回で、自校炊飯(センター炊飯)及び委託炊飯を併用して実施している。 

 

７ イベント給食 

平成 25年度から、本市の特色を給食でＰＲすることを目的として年に３回実施している。 

給食名 実施月 内容等 

はやぶさ給食 6月 はやぶさの日にちなみ、「あきらめない心」「努力する心」を伝える給食

さがみはら大好き給食 11月 市制施行日を祝い、市内の農畜産物を積極的に活用した献立の給食

節分豆まめ給食 2月 節分にちなみ、地場農産物である津久井在来大豆を取り入れた給食

 

８ 提案献立募集事業 

中学校デリバリー給食において、生徒から提案された献立を審査し、実際の給食として提供している。 
 H29 H30 R1 R2 R3 

応募学校数 ９校 ７校 10校 ６校 10校 

提供回数 10回 ７回 17回 30回 33回 

 
９ 学校臨時休業負担金 

学校で新型コロナウイルス感染症の陽性者が発生し学級閉鎖等が発生した場合に、給食の提供をしな 

かった初日から保護者の負担を要しないこととし、キャンセルできずに廃棄した食材費を公費負担した。 
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